
バス路線網再編に向けた検討の方向性（案） １

【函館市の公共交通のめざすイメージ】

■ 函館市地域公共交通網形成計画

【主要施策および実施施策】

※ 「地域公共交通再編事業」の対象となる施策

資料４



バス路線網再編に向けた検討の方向性（案） ２

段階的なバス路線網の再編
（段階的な再編実施計画の作成）

■ バス路線網再編の概要

再編前 再編後

【バス路線網再編の実施条件】

○ 利便性の維持・向上

○ 効率的な運行・収支バランス

・ 交通結節機能の強化

・ 乗継ぎ利便性の向上

・ 系統番号の見直し

・ 利用しやすい料金体系の導入

・ ＩＣカードシステム導入
によるデータの活用

できるところから着手



バス路線網再編に向けた検討の方向性（案） ３
■段階的なバス路線網の再編について①

【再編前】

【再編後】

【再編第一弾】基盤路線網の整理

【再編第二弾】交通拠点の整備 【再編後】



バス路線網再編に向けた検討の方向性（案） ４
■段階的なバス路線網の再編について②

【再編第一弾の概要】

・ 系統法則性の整理(案)

バス路線網の再編に向け，基盤となる系統番号を法
則性に従い整理する。
これにより，幹線・支線へと分ける際，利用者の混
乱を緩和できる可能性が高まる。

経由する主要停留所のアルファベットと経路
の数字を組み合わせ「系統」を作成

例）現行１５１系統 → GＭ５１

各種案内表示についても，系統番号の見直しと合わ
せて整理する。

・ ＩＣカードシステム導入によるデータの活用（案）

今まで把握できなかった乗り継ぎ後の動きも把握可能となる。
より実態に合ったバス路線網の再編ができる可能性が高まる。


